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包
世
臣
の
『
芸
舟
双
揖
』
所
収
の
「
論
書
」
中
に
は
、
『
書
譜
』
に
触

れ
た
り
論
評
し
た
り
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
、
彼
が
孫
過
庭

の
『
書
譜
』
を
書
作
品
と
し
て
、
ま
た
書
論
と
し
て
、
熱
心
に
研
究
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
彼
の
『
書
譜
』
研
究
の
う
ち
、
特
筆
す

べ
き
も
の
と
し
て
『
書
譜
』
圏
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
芸
舟
双
揖
』
所
収
の
「
自
跛
卿
書
答
十
二
問
」
に
よ
る
と
、
道
光
十

二
年
（
一
八
三
二
）
、
包
世
臣
は
『
書
譜
』
の
法
帖
を
友
人
か
ら
借
り
て

臨
書
す
る
う
ち
に
圃
定
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
揚
州
に
婦
っ
て

か
ら
剛
本
を
作
製
し
た
と
あ
る
。

友
人
従
り
仮
り
て
書
譜
を
得
、
各
お
の
数
行
を
臨
写
し
以
て
之
に
応
ず
。

其
の
文
の
蕪
稗
多
き
を
以
て
、
略
ぽ
剛
戟
を
為
す
。
邦
に
返
り
、
乃
ち

圏
本
を
写
出
し
、
子
弟
に
授
け
誦
習
せ
し
む
。

こ
の
時
の
圏
本
が
『
小
倦
遊
閣
卿
書
』
に
刻
入
さ
れ
、
包
世
臣
は
自
ら
跛

文
を
書
い
た
。
道
光
十
二
年
閏
十
一
月
―
―
―
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
跛

文
が
「
自
跛
剛
擬
書
譜
」
と
題
し
て
『
芸
舟
双
揖
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

包
世
臣
の

『
書
譜
』

剛
定

そ
の
中
で
包
世
臣
は
『
書
譜
』
の
剛
本
を
精
写
し
て
門
人
に
伝
示
す
る
旨

を
述
べ
て
い
る
。

写
し
窟
わ
り
、
修
存
・
熙
載
・
蘊
生
・
震
伯
に
伝
示
す
。
当
に
共
に
此

の
秘
密
を
喩
す
べ
し
。
道
光
壬
辰
閏
月
晦
日
。

包
世
臣
の
『
書
譜
』
剛
定
は
そ
の
後
も
試
ら
れ
た
。
そ
れ
が
一
応
の
完

了
を
見
た
の
が
、
咸
豊
元
年
（
一
八
四
九
）
再
刊
の
『
安
呉
四
種
』
に
収

録
さ
れ
た
、
道
光
二
十
八
年
（
一
八
四
八
）
の
付
記
の
あ
る
「
剛
定
呉
郡

書
譜
序
」
で
あ
る
。
西
川
寧
氏
は
「
圏
擬
」
か
ら
「
剛
定
」
へ
の
変
化
が
、

こ
れ
を
完
成
と
す
る
包
世
臣
の
意
図
を
物
語
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
包

慎
伯
の
小
倦
遊
閣
卿
書
に
つ
い
て
」
『
書
莞
』
一
巻
一
号
所
収
）
。
こ
の

道
光
二
十
八
年
剛
定
本
は
、
道
光
十
二
年
の
剛
本
に
比
べ
て
大
幅
に
削
除

部
分
が
増
え
て
い
る
。
西
川
寧
氏
が
以
上
の
経
緯
と
両
書
の
対
照
を
発
表

し
た
の
は
昭
和
十
二
年
で
あ
っ
た
（
同
）
。

そ
の
後
、
伏
見
沖
敬
氏
が
そ
の
対
照
表
を
再
録
し
、
道
光
二
十
八
年
以

後
の
剛
定
例
を
紹
介
し
た
（
「
包
世
臣
剛
定
書
譜
」
『
書
品
』
二

O
三
号
・

岸

田

知

子

(32) 
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『
中
国
書
道
の
新
研
究
』
）
。
包
世
臣
は
道
光
二
十
八
年
に
は
七
十
四
歳

に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
四
年
後
の
咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
、
楊
以
増

に
送
っ
た
「
鵬
定
孫
呉
郡
書
譜
叙
」
は
道
光
二
十
八
年
本
に
依
っ
て
い
る

が
、
な
お
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
翌
年
、
七
十
九
歳
に
至
っ
て
も
剛

定
書
譜
を
臨
書
し
て
い
る
が
、
一
部
削
除
箇
所
を
戻
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
包
世
臣
は
最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
『
書
譜
』
剛
定
に
な
み
な
み
な

ら
ぬ
執
着
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
剛
定
本
そ
の
も
の
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
高
畑
常

信
氏
が
削
除
箇
所
す
べ
て
を
提
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
削
除
の
意
図
を
論

じ
た
（
「
芸
舟
双
揖
の
書
論
（
二
）
書
譜
研
究
と
書
論
の
新
展
開
」
『
書

論
』
十
三
号
所
収
）
ほ
か
に
は
詳
論
を
見
な
い
。
気
づ
い
た
点
を
い
く
つ

か
こ
こ
に
述
べ
よ
う
と
思
う
。

『
書
論
』
の
構
成
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
『
書
譜
』
の
末
尾
で
孫
過

庭
自
身
が
「
今
、
撰
し
て
六
篇
と
為
し
、
分
か
ち
て
両
巻
と
成
す
」
と
書

い
て
い
る
の
に
、
現
存
の
『
書
譜
』
は
冒
頭
に
「
書
譜
巻
上
」
と
あ
る
だ

け
で
、
巻
下
の
標
題
は
書
中
に
見
ら
れ
ず
、
六
篇
に
分
か
れ
て
い
な
い
こ

と
、
ま
た
、
『
宣
和
書
譜
』
が
「
書
譜
序
上
下
」
と
著
録
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
存
す
る
の
は
序
文
で
あ
っ
て
本
文
は
亡
失
し
た
と
す
る
説
、
巻

上
の
み
残
っ
て
下
は
失
わ
れ
た
と
す
る
説
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
朱

建
新
『
書
譜
評
考
』
は
、
現
行
本
の
全
文
が
本
来
は
六
篇
か
ら
成
り
、
そ

れ
が
上
下
に
分
か
れ
て
い
た
と
し
て
い
て
、
福
永
光
司
氏
も
こ
れ
を
支
持

し
て
い
る
（
『
中
国
文
明
選
』
十
四
芸
術
論
集
）
。
（
福
永
氏
は
清
の
朱

履
貞
の
『
書
学
捷
要
』
に
基
づ
い
た
朱
建
新
の
六
篇
分
割
に
倣
っ
て
い
る

が
、
こ
の
稿
で
は
便
宜
的
に
そ
の
篇
立
て
に
従
う
こ
と
に
す
る
。
）

包
世
臣
は
現
行
『
書
譜
』
を
本
文
を
亡
逸
し
た
序
文
と
見
た
。

六
篇
の
譜
、
南
宋
に
亡
ぶ
。
今
伝
わ
る
者
は
止
だ
其
の
叙
説
の
み
。

（
「
自
跛
剛
擬
書
譜
」
）

そ
し
て
亡
く
な
っ
た
六
篇
の
目
は
、
執
•
使
・
転
・
用
・
擬
・
察
で
あ
ろ

う
と
推
察
し
て
い
る
。
包
世
臣
が
現
行
『
書
譜
』
を
序
文
と
見
た
こ
と
が
、

彼
の
剛
定
作
業
の
基
本
と
な
っ
た
。
序
文
な
ら
ば
こ
そ
、
本
来
簡
潔
で
あ

る
べ
き
文
章
に
混
入
し
た
「
浮
言
」
を
剛
去
し
、
繁
雑
な
文
言
を
整
理
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
剛
去
の
基
準
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
『
書
譜
』

と
道
光
二
十
八
年
の
「
剛
定
呉
郡
書
譜
序
」
を
見
比
べ
る
と
、
次
の
四
点

に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
同
一
内
容
の
言
い
換
え
で
あ
る
部
分

は
削
る
。
古
典
の
言
辞
に
よ
る
言
い
換
え
は
当
然
不
要
で
あ
る
。
第
二
に
、

例
話
は
削
除
す
る
。
第
三
に
、
事
実
と
し
て
の
信
憑
性
の
な
い
記
事
は
削

る
。
第
四
に
、
そ
の
他
、
本
旨
を
述
べ
る
の
に
不
要
と
包
世
臣
が
考
え
た

箇
所
を
削
除
す
る
、
で
あ
る
。
第
一
第
二
の
点
は
、
お
よ
そ
ど
ん
な
著
作

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
る
場
合
に
で
も
当
て
は
ま
る
作
業
で
あ
ろ
う
。

原
文
の
持
つ
格
調
や
風
合
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
が
。
第
三
点
は
、
原
文
に

「
浮
言
」
が
混
入
し
て
い
る
と
す
る
包
世
臣
の
見
解
に
基
づ
い
た
基
準
で

あ
る
。
第
四
点
に
は
、
包
世
臣
の
『
書
譜
』
観
が
、
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

削
除
箇
所
の
最
も
多
い
第
一
篇
は
次
の
よ
う
に
剛
定
さ
れ
て
い
る
。

（
以
下
[
]
内
が
削
除
部
分
。
）

(33) 
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夫
れ
古
自
り
の
書
を
善
く
す
る
者
、
漠
魏
に
鍾
張
の
絶
有
り
‘
晋
末
に

二
王
の
妙
称
せ
ら
る
。

[
A
]
評
者
云
う
、
彼
の
四
賢
は
古
今
の
特
絶

に
し
て
、
今
は
古
に
逮
ば
ず
。
古
は
質
に
し
て
今
は
妍
な
り
。
夫
れ
質

は
代
を
以
て
興
り
、
妍
は
俗
に
因
っ
て
易
わ
る
。

[
B
]
馳
蝸
沿
革
、

物
理
常
に
然
り
。
能
く
古
に
し
て
時
に
乖
か
ず
、
今
に
し
て
弊
を
同
じ

く
せ
ざ
る
こ
と
を
貴
ぶ
。

[
C
]

[
A
]
は一

01―一字、

[
B
]
は
一
八
字

[
C
]
は
三
一
九
字
に
も
な
る
。

[
A
]
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

呈
義
之
云
う
、
「
頃
ろ
諸
名
書
を
尋
ぬ
る
に
、
鍾
張
は
信
に
絶
倫
為

り
。
其
の
余
は
観
る
に
足
ら
ず
」
と
。
謂
う
べ
し
、
鍾
張
云
に
没
し
て
、

義
献
之
に
継
ぐ
と
。
又
云
う
、
「
吾
が
書
之
を
鍾
張
に
比
す
れ
ば
、

鍾
当
に
抗
行
す
べ
し
。
或
い
は
謂
え
ら
く
之
に
過
ぐ
と
。
張
が
草
に
は

猶
お
当
に
雁
行
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
張
は
精
熟
に
し
て
、
池
水
尽
く
墨

も

し

と
な
る
。
仮
令
寡
人
之
に
耽
る
こ
と
此
く
の
若
く
ん
ば
、
未
だ
必
ず
し

は

も
之
に
謝
じ
ず
」
と
。
此
れ
乃
ち
張
を
推
し
て
鍾
に
邁
る
の
意
な
り
。

ひ
ろ

其
の
専
撞
を
考
う
る
に
、
今
だ
前
規
に
果
せ
ず
と
雖
も
拾
い
て
以
て
兼

ね
通
ず
。
故
に
即
時
に
態
ず
る
無
し
o

]

王
義
之
の
言
は
、
前
者
が
虞
和
『
論
書
表
』
（
但
し
「
不
足
観
」
は
「
不

足
存
」
に
作
る
）
に
依
る
が
、
同
内
容
の
言
が
王
義
之
の
『
自
論
書
』
に

見
え
る
。
後
者
は
同
二
書
の
ほ
か
『
晋
書
』
王
義
之
伝
に
も
見
え
る
。
こ

こ
は
、
第
一
段
冒
頭
文
を
受
け
て
、
鍾
•
張
・
ニ
王
が
古
今
に
傑
出
し
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、
王
義
之
の
言
を
借
り
て
、
張
芝
を

鍾
蘇
よ
り
上
に
置
き
、
義
之
が
彼
ら
に
拮
抗
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

そ
し
て
‘
―
つ
の
書
体
を
取
り
上
げ
る
と
義
之
は
鍾
•
張
に
劣
る
が
、

「
兼
通
」
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
決
し
て
劣
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
「
兼

通
」
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
後
い
く
た
び
か
登
場
す
る
が
、
包
世
臣
は
削

除
す
る
こ
と
が
多
い
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
王
義
之
の
こ
と
ば
と
そ
の

延
長
上
の
鍾
•
張
・
義
の
優
劣
論
を
削
除
し
た
こ
と
に
な
る
。
道
光
十
二

年
の
剛
本
で
は

[
A
]
の
全
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
優
劣
論
は
、

[
C
]
で
は
王
献
之
を
含
め
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

[
又
云
う
、
「
子
敬
の
逸
少
に
及
ば
ざ
る
は
、
猶
お
逸
少
の
鍾
張
に
及

ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
と
。
意
う
に
以
為
え
ら
く
、
其
の
網
紀
を
評
し
得

て
、
而
も
未
だ
其
の
始
卒
を
詳
か
に
せ
ざ
る
な
り
。
且
つ
元
常
は
専
ら

隷
書
に
エ
に
し
て
‘
伯
英
は
尤
も
草
体
に
精
な
り
、
彼
の
二
美
は
、
逸

少
之
を
兼
ぬ
。
草
に
擬
せ
ば
則
ち
真
を
余
し
、
真
に
比
せ
ば
則
ち
草
に

長
ず
。
専
工
は
小
劣
な
れ
ど
、
博
渉
に
は
多
く
優
る
。
其
の
始
終
を
継

ぶ
れ
ば
、
乖
互
無
き
に
匪
ず
o

]

す
な
わ
ち
、
梁
武
帝
「
観
鍾
絲
書
法
十
二
意
」
に
基
づ
い
て
、
鍾
•
張
・

王
義
之
・
王
献
之
の
順
で
優
劣
を
断
ず
る
の
は
、
大
筋
の
評
と
し
て
は
合
っ

て
い
る
が
、
事
実
と
し
て
は
も
う
少
し
微
妙
で
あ
る
。
鍾
元
常
の
隷
書
、

張
伯
英
の
草
書
と
王
義
之
の
そ
れ
を
比
べ
る
と
、
確
か
に
王
義
之
は
劣
る

が
、
王
義
之
は
各
書
体
に
通
じ
て
い
る
か
ら
、
総
合
す
る
と
先
の
順
は
正

し
く
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
こ
こ
は

[
A
]
と
同
じ
論
の
展
開
が
見

ら
れ
る
。

続
い
て
、
謝
安
が
献
之
を
軽
視
し
た
こ
と
、
献
之
が
自
ら
義
之
に
勝
っ

て
い
る
と
述
べ
た
こ
と
を
挙
げ
、
献
之
の
態
度
を
子
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と

(34) 
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と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

[
謝
安
素
よ
り
尺
槙
を
善
く
す
。
而
し
て
子
敬
の
書
を
軽
ん
ず
。
子
敬

嘗
て
佳
書
を
作
り
て
之
に
与
う
。
謂
え
ら
く
必
ず
存
録
せ
ん
と
。
安
輯

ち
後
に
題
し
て
之
に
答
う
。
甚
だ
恨
み
に
以
為
え
り
。
安
袢
て
敬
に
問

う
、
「
柳
の
書
は
右
軍
に
何
如
」
と
。
答
え
て
云
う
、
「
故
よ
り
当
に

勝
る
べ
し
」
と
。
安
云
う
、
「
物
論
は
殊
に
爾
ら
ず
」
と
。
子
敬
又
答

か
り

う
、
「
時
人
那
ん
ぞ
知
る
を
得
ん
や
」
と
。
敬
権
に
此
の
辞
を
以
て
、

く
じ

安
の
黎
る
所
を
折
く
と
雖
も
、
自
ら
父
に
勝
る
と
称
す
る
は
、
亦
た
過

な
ら
ず
や
。
且
つ
身
を
立
て
名
を
揚
ぐ
る
は
、
事
尊
顕
に
資
る
。
勝

母
の
里
に
は
、
曽
参
入
ら
ず
o

]

ま
た
、
義
之
の
書
を
消
し
て
書
い
た
献
之
の
書
を
、
義
之
に
、
酔
っ
た
時

の
書
だ
と
言
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
を
引
い
て
、
王
義
之
の
優
勢
を
証
し
て

い
る
。[
後
に
義
之
都
に
往
く
。
行
く
に
臨
ん
で
壁
に
題
す
。
子
敬
密
に

之
を
拭
除
し
、
輔
ち
書
し
て
其
の
処
に
易
え
、
私
か
に
悪
か
ら
ず
と
為

す
。
義
之
還
り
て
見
、
乃
ち
歎
じ
て
日
く
、
「
吾
が
去
り
し
時
、
真
に

大
酔
せ
し
な
ら
ん
」
と
。
敬
乃
ち
内
に
態
づ
。
是
れ
逸
少
の
鍾
張
に
比

す
れ
ば
、
則
ち
専
博
斯
に
別
あ
り
。
子
敬
の
逸
少
に
及
ば
ざ
る
こ
と
、

疑
い
或
る
こ
と
無
し
。
〕

以
上
、
四
人
の
優
劣
を
述
べ
る
文
を
す
べ
て
削
っ
て
い
る
た
め
、
剛
定

本
で
は
、
四
賢
は
同
等
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
高
畑
論
文
で
は
、
献
之

の
顕
彰
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
と
す
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
献
之
の
人
間
性
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
は
意
識
し
て
避
け
た
と

言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
書
に
お
け
る
劣
勢
を
こ
こ
で
削
除
す
る
こ

と
に
は
、
別
の
意
図
が
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
五
篇
で
は
、
平
i

義
之
よ
り
後
の
書
人
は
、
献
之
を
含
め
て
、
技
術
ば
か
り
か
心
情
の
面
で

も
遥
か
に
王
義
之
に
劣
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
て
、
こ
の
箇
所
は
削
除
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

是
を
以
て
右
軍
の
書
、
末
年
多
妙
な
る
は
、
当
に
思
慮
通
審
し
、
志
気

和
乎
に
し
て
、
激
せ
ず
属
せ
ず
、
而
し
て
風
規
自
ら
遠
き
に
縁
る
べ
し
。

子
敬
已
下
、
鼓
努
し
て
力
を
為
し
、
標
置
し
て
体
を
成
さ
ざ
る
は
莫
し
。

ひ
と
し

登
に
独
り
工
用
の
倅
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
亦
た
乃
ち
神
情
の
懸

隔
す
る
[
者
な
り
]
゜

な
ぜ
、
献
之
劣
勢
が
第
一
篇
で
は
削
ら
れ
た
か
。

包
世
臣
は
「
書
譜
弁
誤
」
で
、
王
献
之
が
義
之
の
固
を
書
き
直
し
た
と

い
う
話
は
、
当
時
の
献
之
の
年
齢
か
ら
見
て
無
理
で
あ
る
と
論
証
し
て
い

る
。
ま
た
、
謝
安
が
献
之
の
書
を
送
り
返
し
た
と
い
う
故
事
も
事
実
で
は

あ
り
え
な
い
と
論
じ
、
こ
の
二
説
は
「
自
ら
出
づ
る
所
を
知
ら
ず
、
大
約

俗
伝
に
し
て
事
実
に
非
ら
ず
」
と
言
う
。

一
方
、
孫
過
庭
は
、
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
に
し
か
事
実
を
認
め
な
い

と
い
う
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ら

る

〔
優
劣
紛
転
と
し
て
、
殆
ん
ど
蹴
艘
し
難
し
。
〕
其
の
当
代
に
顕
聞
し
、

遣
迩
の
見
存
す
る
有
る
は
、
抑
揚
を
挨
つ
無
く
し
て
、
自
ら
先
後
を
標

す
。
（
第
三
篇
）

ま
た
六
朝
期
の
書
論
書
評
は
す
べ
て
信
頼
に
足
る
も
の
で
は
な
い
と
も
述

べ
て
い
る
。
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諸
家
の
勢
評
に
至
っ
て
は
、
多
く
浮
華
に
渉
り
、
外
に
其
の
形
を
状
す

れ
ど
も
内
に
其
の
理
に
迷
わ
ざ
る
莫
し
。
（
第
二
篇
）

こ
う
し
た
孫
過
庭
の
態
度
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
『
論
書
表
』
な
ど

の
引
用
に
基
づ
く
鍾
•
張
・
義
之
の
優
劣
論
、
事
実
と
は
認
め
ら
れ
な
い

献
之
の
逸
話
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
評
は
、
後
か
ら
混
入
し
た
「
浮
言
」

に
違
い
な
い
と
包
世
臣
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
献
之
説
話
の
引
用
は
、

道
光
十
二
年
本
で
も
削
除
さ
れ
て
い
て
、
『
書
譜
』
剛
定
の
動
機
を
喚
起

し
た
箇
所
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
第
五
篇
の
孫

過
庭
が
自
分
の
判
断
で
優
劣
を
論
じ
た
部
分
は
当
然
残
す
こ
と
に
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

古
典
か
ら
の
引
用
や
、
例
言
を
極
力
排
除
し
、
繰
り
返
し
を
避
け
る
包

世
臣
が
、
最
終
章
の
第
六
篇
に
な
る
と
、
剛
定
の
刃
が
急
に
鈍
っ
た
か
の

よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
多
く
残
し
て
い
る
。
第
六
篇
の
冒
頭
、
『
易
』
を
引

用
し
て
、
書
は
身
近
な
体
験
に
立
脚
す
る
も
の
で
、
た
と
え
技
術
が
な
く

て
も
感
情
の
発
露
が
書
に
表
わ
れ
る
と
述
べ
る
く
だ
り
は
削
除
さ
れ
て
い

る
が
、
続
く
、
一
点
一
画
さ
え
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
を
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
そ
の
集
合
体
で
あ
る
文
章
は
個
性
の
発
現
で
あ
る
、
心
手
が
一
体

と
な
れ
ば
一
家
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
古
人
の
書
法
に
法

る
だ
け
が
書
の
道
で
は
な
い
と
言
う
箇
所
は
（
途
中
八
字
が
削
ら
れ
て
は

い
る
が
）
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
瞥
夫
絡
樹
青
琴
」
で
始
ま
る
三

十
六
字
は
、
故
事
に
拠
っ
て
同
じ
内
容
を
繰
り
返
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
基
準
で
い
え
ば
当
然
削
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
管
え
ば
夫
の
絆
樹
青
琴
、
姿
を
殊
に
し
て
艶
を
共
に
し
、
随
珠
和
壁
、

質
を
異
に
し
て
妍
を
同
じ
う
す
る
が
ご
と
し
°
何
ぞ
必
ず
鶴
を
刻
し
龍おし

を
図
き
、
党
に
真
体
に
態
じ
、
魚
を
得
て
兎
を
獲
え
、
猶
お
答
蹄
を
怯

ま
ん
や
o

]

次
の
「
聞
く
、
夫
れ
家
に
南
威
の
容
有
り
て
、
乃
ち
淑
媛
を
論
ず
べ
く
、

籠
泉
の
利
有
り
て
、
然
る
後
に
断
割
を
議
す
べ
し
と
」
も
、
そ
の
後
に
続

く
内
容
を
例
を
用
い
て
呈
し
て
い
る
箇
所
で
、
削
除
し
て
よ
い
箇
所
で
あ

る。
こ
の
辺
り
か
ら
、
書
の
真
価
を
見
極
め
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
述
べ
、

論
は
真
価
を
認
め
ら
れ
な
い
者
の
嘆
き
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
の
説
明
の
中
で
、

察
篇
や
王
良
•
伯
楽
の
替
え
、
さ
ら
に
『
論
書
表
』
に
見
え
る
王
毅
之
の

故
事
を
取
り
上
げ
た
箇
所
も
残
し
て
い
る
。

老
姥
題
扇
に
遇
い
、
始
め
怨
み
て
後
に
は
請
い
、
門
生
書
机
を
獲
て
、

く
い

父
削
り
て
子
襖
る
が
若
き
に
至
っ
て
は
、
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
な
り
。

ま
た
、
典
拠
の
あ
る
こ
と
ば
で
繰
り
返
し
説
明
す
る
所
も
削
除
し
て
い
な

、o
し
荘
子
曰
わ
く
、
「
朝
菌
は
晦
朔
を
知
ら
ず
、
蝉
姑
は
春
秋
を
知
ら
ず
」

と
。
老
子
云
う
、
「
下
土
道
を
聞
き
て
大
い
に
之
を
笑
う
。
之
を
笑

わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
道
と
為
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
段
で
は
削
除
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
記

述
を
削
除
せ
ず
に
、
繰
り
返
し
た
た
み
こ
む
ょ
う
に
語
る
の
は
、
真
の
価

値
を
見
極
め
る
こ
と
が
い
か
に
む
ず
か
し
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
無
知
な
者
が
価
値
を
知
ら
ず
に
い
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
と
、

い
わ
ば
諦
め
に
似
た
嘆
き
を
も
ら
し
て
い
る
。
簡
略
化
さ
れ
た
剛
定
本
全
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体
か
ら
眺
め
た
時
、
こ
の
第
六
篇
は
際
だ
っ
て
饒
舌
に
見
え
る
。
包
世
臣

の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

包
世
臣
は
早
く
か
ら
軍
事
や
経
済
方
面
の
研
究
で
知
ら
れ
、
五
十
一
歳

で
運
河
や
水
上
運
送
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
中
循
一
勺
』
を
発
表
し
、
ま

た
幕
友
と
し
て
多
く
の
将
軍
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
三
十
三
歳
で
挙

人
と
な
っ
た
も
の
の
、
以
後
の
試
験
に
落
ち
続
け
、
進
士
に
は
つ
い
に
な

れ
ず
、
官
界
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
で
書
に
お
け
る
名
声

も
得
て
は
い
た
が
、
正
規
の
ニ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
と
い

う
意
識
が
、
生
涯
離
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
分
を
認
め
て
く
れ

る
察
筐
や
伯
楽
は
い
な
か
っ
た
。
自
分
の
回
り
に
は
、
王
義
之
の
書
と
知

ら
ず
に
題
扇
を
怨
む
老
婆
や
机
を
削
る
父
親
の
よ
う
な
者
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
そ
れ
も
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
と
一
字
一
旬
が
わ
が
胸

中
を
語
る
よ
う
に
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
削
除
し
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
晩
年
に
は
、
清
末
の
動
乱
を
憂
慮
し
て
進
言
し
た
経

世
策
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
失
意
の
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
包
世

臣
は
最
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
い
く
ど
も
『
書
譜
』
を
臨
書
し
て
い
る
が
、

そ
の
書
面
が
彼
の
心
情
に
応
え
る
よ
う
に
思
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

書
の
本
質
を
論
ず
る
と
き
、
孫
過
庭
は
心
手
一
体
を
強
調
す
る
。
う
ま

く
書
け
る
五
つ
の
条
件
（
「
五
合
」
）
と
し
て
「
神
恰
務
閑
」
「
感
恵
狗

知
」
「
時
和
気
潤
」
「
紙
墨
相
発
」
「
偶
然
欲
書
」
を
挙
げ
る
が
、
精
神

的
な
要
素
を
重
視
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
す
る
「
五
乖
」
で

は
、
「
心
逮
体
留
」
「
意
違
勢
屈
」
「
情
怠
手
蘭
」
と
、
心
と
手
が
不
調

で
あ
れ
ば
書
け
な
い
こ
と
を
よ
り
一
層
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
時
よ
り
器
、

器
よ
り
志
を
得
る
こ
と
が
重
要
と
も
言
う
。
五
合
が
揃
っ
た
と
き
心
情
は

そ
の
ま
ま
手
に
、
そ
し
て
書
と
な
っ
て
作
品
に
表
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
合
交
ご
も
珠
れ
ば
、
神
融
け
筆
暢
ぶ
。
（
第
二
篇
）

心
と
手
を
二
元
的
要
素
と
見
る
の
は
、
趙
壱
の
『
非
草
書
』
に
始
る
伝

統
的
な
視
点
で
あ
る
が
、
孫
過
庭
は
、
王
義
之
の
書
こ
そ
心
手
一
体
を
具

現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

信
に
智
巧
兼
ね
優
れ
、
心
手
双
つ
な
が
ら
暢
ぶ
と
謂
う
べ
し
。
（
第
二

篇）

孫
過
庭
は
、
王
義
之
の
書
作
品
を
具
体
的
に
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
書
い

た
と
き
の
心
情
を
推
察
し
て
い
る
。

楽
穀
の
写
せ
し
と
き
は
、
則
ち
情
多
く
佛
欝
た
り
。
画
讃
を
書
せ
し
と

き
は
、
則
ち
意
奇
に
渉
る
。
黄
庭
経
は
則
ち
恰
憚
虚
無
。
太
師
厳
は

お
よ

又
た
従
横
争
折
す
。
蘭
亭
興
業
に
陛
ぴ
て
は
、
恩
逸
し
神
超
ゆ
。
私
門

の
誠
誓
は
、
情
拘
わ
り
志
惨
む
。
（
第
三
篇
）

心
と
手
が
一
致
す
る
と
考
え
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
推
測
が
成
立
す
る
の
で

あ
る
。

ヘ
だ

変
態
を
豪
端
に
窮
め
、
情
調
を
紙
上
に
合
し
、
心
手
を
間
つ
る
こ
と
な

く
、
懐
を
楷
則
に
忘
る
れ
ば
、
自
ら
義
献
に
背
く
も
失
無
く
、
鍾
張
に

違
え
ど
も
尚
お
工
な
る
べ
し
。
（
第
六
篇
）

さ
ら
に
、
心
手
一
致
の
境
地
は
「
天
地
之
心
」
に
基
づ
く
と
述
べ
（
第
四

篇
）
、
人
為
を
越
え
た
高
み
に
昇
華
さ
せ
て
い
る
点
が
『
書
譜
』
の
特
徴

で
あ
ろ
う
。

包
世
臣
の
圏
定
本
は
、
心
手
一
体
に
つ
い
て
は
殆
ど
本
分
の
主
旨
を
失
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う
こ
と
な
く
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
の
延
長
上
に
あ
る
老
荘
的

芸
術
観
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
部
分
を
削
除
し
て
い
る
。

〔
夫
の
神
を
潜
め
て
突
に
対
す
る
も
、
猶
お
坐
隠
の
名
を
標
す
。
志
を

楽
し
ん
で
綸
を
垂
る
る
も
、
尚
お
行
蔵
の
趣
を
体
す
。
距
ぞ
功
は
礼
楽

を
宣
べ
、
妙
は
神
仙
に
擬
す
る
に
若
か
ん
や
。
猶
お
挺
埴
の
窮
り
岡
く
、

工
鑢
と
並
ぴ
運
る
が
ご
と
し
o

]

（
第
二
篇
）

福
永
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
「
書
芸
術
の
本
質
を
儒
家
と
道
家
の
哲
学
に
よ
っ

て
根
拠
づ
け
、
そ
れ
を
『
天
地
の
道
』
と
『
君
子
の
徳
』
に
結
ぴ
つ
け
て

い
る
と
こ
ろ
」
に
孫
過
庭
の
立
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
包
世
臣

の
剛
定
は
、
孫
過
庭
の
道
家
的
立
場
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
っ
た
。

圏
定
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
に
、
書
体
は
異
な
っ
て
も
、
根
本
的
な

書
法
は
共
通
す
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。

[
距
ぞ
心
手
の
会
婦
は
、
源
を
同
じ
く
し
て
派
を
異
に
す
る
が
若
く
、

転
用
の
術
は
、
猶
お
樹
を
共
に
し
て
条
を
分
つ
ご
と
き
者
な
る
を
知
ら

ん
や
o

]

（
第
二
篇
）

[
草
に
し
て
真
を
兼
ね
ざ
れ
ば
、
専
謹
に
殆
し
。
真
に
し
て
草
を
通
ぜ

ざ
れ
ば
、
殊
に
翰
札
に
非
な
り
0

J
 

(同）

[
（
草
真
）
廻
互
殊
な
る
と
雖
も
、
大
体
は
相
渉
る
。
故
に
亦
た
二
簗

に
傍
通
し
、
八
分
を
俯
貫
し
、
篇
章
を
包
括
し
、
飛
白
を
涵
泳
す
0

J
 

（同）

夫
れ
運
用
の
方
は
、
己
由
り
出
づ
と
雖
も
、
規
模
の
設
く
る
所
は
、
信

に
目
前
に
属
す
o

[

之
を
一
豪
に
差
え
ば
、
之
を
千
里
に
失
う
。
荀
し

く
も
其
の
術
を
知
ら
ば
、
適
に
兼
ね
通
ず
べ
し
°
]
（
第
五
篇
）

こ
の
主
張
は
、
王
義
之
が
「
兼
通
」
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
精

神
と
通
い
あ
う
も
の
で
あ
る
が
、
包
世
臣
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
箇

所
も
削
除
し
て
い
る
。
道
光
十
二
年
鵬
本
で
は
、
二
簗
八
分
な
ど
に
触
れ

た
補
助
的
な
一
文
を
削
除
し
た
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
剛
定
に
は

包
世
臣
の
意
識
の
変
化
が
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

道
光
十
二
年
鵬
本
と
二
十
八
年
剛
定
本
と
を
比
べ
る
と
、
大
幅
に
削
除

箇
所
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
で
削
除
し
て
い
た
も
の
の
う
ち
、

後
者
で
復
活
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

第
三
篇
で
孫
過
庭
は
文
字
の
発
生
に
触
れ
、
六
書
八
体
と
い
っ
た
古
い

書
体
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
と
い
う
。
包
世
臣
は
こ
こ
を
削
除
し
て
い
る
。

お
こ

H
ハ
文
の
作
る
は
、
軒
椴
自
り
肇
ま
る
。
八
体
の
興
る
は
、
馘
正
よ
り

そ

始
ま
る
。
其
の
来
る
や
尚
し
。
厭
の
用
や
斯
れ
弘
し
。
但
だ
古
今
同
じ

こ
れ

か
ら
ず
、
妍
質
懸
隔
す
。
既
に
習
う
所
に
非
ざ
れ
ば
、
又
た
亦
た
諸
を

略
せ
り
o

]

続
い
て
、
龍
書
や
蛇
書
な
ど
は
物
の
形
を
そ
の
ま
ま
書
い
た
り
、
端
祥
を

写
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絵
画
に
近
く
、
書
と
し
て
は
論
じ
な
い
と
述

べ
て
い
る
。

復
た
龍
蛇
雲
霧
の
流
、
亀
鶴
花
英
の
類
有
り
。

え
が

[
乍
ち
真
を
率
爾
に
図
き
、
或
い
は
瑞
を
当
年
に
写
す
o

]

巧

丹

青

に
渉
り
、
エ
翰
墨
に
栃
く
。
夫
の
階
式
に
異
な
れ
り
。
詳
か
に
す
る

所
に
非
ず
。

こ
こ
は
道
光
十
二
年
本
で
は
全
文
削
ら
れ
て
い
た
の
に
、
龍
書
な
ど
の

魯
体
名
と
そ
れ
を
省
略
す
る
旨
の
部
分
が
復
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ニ
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十
八
年
本
の
剛
定
文
を
見
る
と
、
前
文
の
、
昔
の
評
価
に
と
ら
わ
れ
ず
に

現
存
す
る
書
作
品
そ
の
も
の
を
重
視
す
る
と
い
う
文
か
ら
、
い
き
な
り

「
復
有
龍
蛇
雲
露
之
流
」
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
突
の
感
を
ぬ
ぐ
え

な
い
。
六
文
八
体
を
省
略
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
の
「
復
」
で

あ
る
。
文
字
の
歴
史
の
上
の
い
わ
ば
本
流
で
あ
る
六
書
や
八
体
を
省
略
し

て
、
末
流
の
龍
書
な
ど
の
書
体
を
残
す
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

の
部
分
だ
け
が
復
活
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
臨
書
し
た
と
き
の
書
面
の
美
し

さ
を
考
え
て
、
龍
蛇
雲
露
亀
鶴
と
い
っ
た
変
化
に
富
ん
だ
文
字
を
こ
こ
に

配
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
五
篇
で
孫
過
庭
は
、
王
義
之
が
晩
年
に
な
る
ほ
ど
優
れ
、
献
之
以
下

が
い
か
に
努
力
し
て
も
技
術
面
で
も
神
情
の
面
で
も
遠
く
及
ば
な
い
と
述

べ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
自
分
の
書
を
自
慢
す
る
者
に
は
進
歩
は
な
い
、

卑
下
す
る
も
の
に
は
可
能
性
が
あ
る
、
学
ん
で
う
ま
く
な
れ
な
い
者
も
い

る
が
、
学
ば
な
け
れ
ば
う
ま
く
な
れ
な
い
、
こ
の
こ
と
は
実
際
に
あ
て
は

め
て
考
え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。

[
或
い
は
其
の
作
る
所
を
郷
し
み
、
或
い
は
乃
ち
其
の
運
す
る
所
を
衿

る
も
の
有
り
。
自
ら
衿
る
者
、
将
に
性
域
を
窮
め
、
誘
進
の
途
を
絶
た

ん
と
す
。
自
ら
郷
し
む
者
、
尚
お
情
涯
に
屈
す
れ
ど
も
、
必
ず
通
ず
べ

き
の
理
有
り
。
嵯
乎
、
蓋
し
学
ん
で
能
く
せ
ざ
る
も
の
有
り
。
未
だ
学

ば
ず
し
て
能
く
す
る
者
は
有
ら
ざ
る
な
り
o
]

之
を
即
時
に
考
う
れ
ば
、

断
じ
て
明
ら
か
な
る
べ
し
。

こ
の
箇
所
を
道
光
十
二
年
本
で
は
全
文
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
八
年

圃
定
本
で
は
最
後
の
八
字
が
復
活
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
王
義
之
に

は
誰
も
及
ば
な
い
」
こ
と
が
「
之
を
即
時
に
考
え
れ
ば
断
じ
て
明
ら
か
な

る
べ
し
」
と
な
っ
て
、
原
文
の
文
脈
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

圃
定
後
は
、
現
存
す
る
王
義
之
作
品
を
見
れ
ば
、
そ
の
優
秀
性
は
明
ら
か

で
あ
る
と
、
孫
過
庭
の
実
証
主
義
と
王
義
之
の
顕
彰
を
強
調
し
た
こ
と
に

な
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
著
述
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
作
者
の
思
想
と
書
か
れ
た
時

代
の
息
吹
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
疑
問
が
多
く
と
も
、
そ
の

こ
と
自
体
が
時
代
性
を
反
映
す
る
こ
と
が
あ
る
。
従
っ
て
、
後
人
は
そ
の

疑
問
点
を
研
究
し
明
ら
か
に
す
る
に
止
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
圃
定
の
手
を

加
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
『
書
譜
』
の
場
合
、
本
来
『
文
選
』

に
代
表
さ
れ
る
六
朝
風
の
複
雑
で
華
麗
な
文
体
を
ま
ね
た
も
の
で
、
そ
の

修
辞
や
典
拠
主
義
、
抽
象
的
な
表
現
は
、
孫
過
庭
の
復
古
主
義
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
浮
言
を
排
除
し
て
本
旨
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
名
目
で
行
わ
れ
た
包
世
臣
の
剛
定
は
、
一
方
で
孫
過

庭
の
六
朝
へ
の
憧
憬
と
、
儒
道
一
体
の
思
想
的
背
景
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ

た
と
言
え
よ
う
。
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